
低地の池沼や水田などの水面を浮遊する小形の水生シダ植物。植物体は三角

形状で，長さ１～１.５cm。秋から冬にかけて植物体が鮮やかな赤色になる。年

によって生育状態に消長がみられる。本州地方以西に広く分布しているが，各

県における生育地は，近年激減している。県内では，以前は各地に広く分布し

ていたが，現存する生育地は数か所だけになっている。除草剤の使用や池沼の

埋立てなどにより，絶滅の危険性が高くなっている。

（写真：高岡芳憲　文：辻　寛文）

アカウキクサ
Azolla imbricata

アカウキクサ科

カテゴリー

大分県　IB
環境庁　II

県内分布 中津・宇佐低地，別府湾沿岸域，豊後水道後背地域

分 布 域 本州（東京都以西），四国，九州（福岡･佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・

鹿児島），沖縄

朝鮮半島南部，中国，台湾，インド
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